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～ すべての世代にとっての暮らしやすさを実現するために～

川西市議会議員

いそべゆうこ第3回市政報告会
１．審議事項のご報告

２．一般質問での取り組みのご報告

３．「困ったを、良かったに！」
での取り組みのご報告

第3回の報告会でのメニュー

特徴①

405床の病院で、全室個室化
（7割は無料個室）を実現、
有料個室にはシャワートイレ付

特徴②

28の診療科を有する総合病院、
がん診療の充実、救急医療の充実、
高度治療室（HCU）、脳卒中
集中治療室（SCU）などの
治療室を整備

ラピッドレスポンスカーの
運行

※ がん検診がありますが人間ドックはありません。
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内科、循環器内科、腎臓内科、消化器内科、
呼吸器内科、糖尿病・内分泌内科、血液内科、
外科、消化器外科、呼吸器外科、乳腺外科、
耳鼻咽喉科、整形外科、リハビリテーション
科、皮膚科、形成外科、神経内科、精神科、
眼科、脳神経外科、麻酔科、産婦人科、
小児科、泌尿器科、ペインクリニック内科、
放射線科、病理診断科、救急科

特徴③

川西市の基幹病院としてより
良く機能するために患者支援
センター（PSC、Patient 
Support Center)の体制を
より充実

高度医療を提供する「地域医療支援病院」として
厚生労働省から認定されています。

そのため、当院を受診される場合は、原則として、
他の医療機関からの「紹介状（診療情報提供書）」
が必要

＜紹介状をご持参されない場合＞

初診時に選定療養費 5,000円※（税込）をお支払い
いただきます。

※2022年10月から料金がかわります。
初診時：5,000円 → 7,000円
再診時：2,500円 → 3,000円

議案第56号
条例案件

「分娩費用の増額」
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市議会のおもな働き

１．議案等の議決に関すること

・条例の制定、改正、廃止の審査と議決
・市から提出される予算や決算の審査、議決、認定
・議案審査と議決
・提出された請願書の審査と議決

２．市政のチェックに関すること

・執行機関が行う事務の調査と監視、執行状況のチェック
・行政事務全般に対しての一般質問

３．議会として、他の機関へ意思を表明すること

・国や県などへ市議会の意思として、意見書の提出

磯 部 裕 子 （川 西 ま ほ ろ ば 会）
質問方法：一問一答制質問時間：３０分

１．地域の自治力向上への行政の在り方について

⑴ 地域分権制度実施後の市としての取り組みについて
⑵ 地域が担う役割や課題について
⑶ 地域の自治力向上に向けての今後の方向性について

２．本市におけるヘルプマークの普及と啓発について

⑴ 普及と啓発の現状について⑵ 普及と啓発の今後の取り
組みについて

阪急バス・市役所の玄関・学校・
市民病院などでポスターが

掲示される

地域による公民館の運営や
地域担当職員の配置を提案
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磯 部 裕 子 （川西まほろば 会）
質問方法：一問一答制質問時間：３０分

１．かわにし健幸マイレージ事業の現状とさらなる推進に
ついて

⑴ 今までの取り組みと今後について
⑵ 誰もが参加できる事業に育てていくための取り組みに

ついて
⑶ かわにし健幸マイレージの在り方について
⑷ 食育の視点をかわにし健幸マイレージ事業に取り入れる

ことについて

２．ヘルプマークの啓発と普及に関する取り組み状況について

歩く以外でも健幸マーレージに
参加でる仕組みなどを提案

交付できる場所が拡大される

磯 部 裕 子 （川西まほろば 会）
質問方法：一問一答制質問時間：３０分

１．ＳＤＧｓ「Sustainable Development Goals
（持続可能な開発目標）」を指標とした場合の川西市の
施策の評価と情報発信のあり方について

２．正しくわかりやすいごみの取り扱いについて

⑴ 分別と出し方に関する市民への情報提供と啓発事業の
現状について

⑵ 分別と出し方に起因する問題点と課題について

３．ヘルプマークの啓発と推進について

川西市と阪急電車とのコラボが実現。各ビジョンや計画の
中にSDGｓという言葉や理念が盛り込まれている

川西市のごみ情報誌「Rかわにし」に
特集が組まれる

ホームページにもQ&Aが掲載される

磯 部 裕 子 （川西まほろば 会）
質問方法：一問一答制質問時間：4０分

１．コロナ禍および民法改正に伴う川西市の成人式について
⑴ 令和３年（２０２１年）１月予定の成人式について
⑵ 令和４年（２０２２年）４月成年年齢に関する民法改正に

伴う成人式のあり方について

２．コロナ禍の川西市における高齢者の健康維持とフレイル
予防について

⑴ コロナ禍の高齢者の健康二次被害について
⑵ 高齢者の健康維持とフレイル予防の対策について

令和2年9月の時点で令和4年度
（令和5年1月）の成人式のあり方を確認し

市民の皆さんにお知らせできる

「フレイル」という言葉を積極的に
知らせていくことや

フレイル予防のチェックリストができる

磯 部 裕 子 （川西まほろば 会）
質問方法：一問一答制質問時間：３０分

１．新型コロナウイルス感染症対策に関する市民へのタイム
リーでわかりやすい情報発信と川西市の体制について

⑴ 感染予防対策や発熱時の健康相談などの情報発信について

⑵ 新型コロナウイルス感染症に対する様々な対策と情報提供
を迅速かつ分かりやすくするための方策について

コロナの感染症対策や問い合わせ先などが
わかりやすく書かれた「みらいふ臨時号」が

発行される
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磯 部 裕 子 （川西まほろば 会）
質問方法：一問一答制質問時間：３０分

１．新型コロナウイルス感染症対策に関する市民へのタイム
リーでわかりやすい情報発信と川西市の体制について

⑴ 感染予防対策や発熱時の健康相談などの情報発信について

⑵ 新型コロナウイルス感染症に対する様々な対策と情報提供
を迅速かつ分かりやすくするための方策について

コロナの感染症対策や問い合わせ先などが
わかりやすく書かれた「みらいふ臨時号」が

発行される

川西市内のコロナ感染状況をわかりやすく
ホームページで掲載されるようになる

磯 部 裕 子 （川西まほろば 会）
質問方法：一問一答制質問時間：４０分

１．川西市の給食と学校における食育の推進状況について
⑴ 学校給食における内容の充実と食育の推進状況について
⑵ 学校給食における旬産旬消や地産地消の現状について

２．中学校給食センターの運用開始を機とした食育のさらなる
推進について

⑴ 中学生に求められる食育について
⑵ 中学校給食を活用した食育の推進について
⑶ 給食を活用した防災教育について

３．中学校での食育を推進するための環境整備について
⑴ 中学校給食運用開始に向けてのスケジュールと準備状況について
⑵ 中学生にふさわしい食育を推進する上での教職員に対する支援について

令和3年6月（食育月間）に
中学校給食を活用した食育のあり方を提案

中学2年生での家庭科での学びを活かし
各校の生徒が決められた月の旬の食材や

地場で取れる食材を研究し
給食メニューを考え、食育の日（毎月19日）

に実食できる食育を提案

磯 部 裕 子 （川西まほろば 会）
質問方法：一問一答制質問時間：４０分

１．「市民が安心・信頼できる病院」川西市立総合医療センター
開院に向けての準備状況について

⑴ 病院専用駐車場及びキセラ川西プラザ駐車場の運用方法と総合受付まで
のアクセスについて

⑵ 病院までのアクセスの方法について
⑶ 川西市立総合医療センターの特徴と市民への情報発信について

２．保健センターのこれからの役割と課題や今後について
⑴ 保健センターが担ってきた役割と成果について

⑵ 川西市立総合医療センター開院後の保健センターの役割について
⑶ ハード面・ソフト面のサービスの現状と課題について
⑷ 子どもたちの健やかな成長や市民の健康を支えていくための場所として

取り組むべきことについて

駐車場の確保、送迎バスの運行、ラピッド
レスポンスカーの運用、情報発信などを

確認・提案

保健センターの役割の確認と老朽化対策を提案

お手洗いの様式化、自動水洗化、1階の壁紙や
ブラインドの改修など予算措置が取られる

磯 部 裕 子 （川西まほろば 会）
質問方法：一問一答制質問時間：４０分

１．今期の一般質問を振り返りより良い事業になるよう提案を
前に進める

⑴ ヘルプマークの啓発と推進について
⑵ 新型コロナウイルス感染症の長期化に向けての川西市の

体制づくり

⑶ 中学校給食センターの運用開始を機とした食育のさらなる
推進について

⑷ 「市民が安心・信頼できる病院」川西市立総合医療センター
開院に向けての準備状況について

⑸ 保健センターのハード面の課題解決状況について

ヘルプマークの交付枚数が３年半で６倍に！
デジタルサイネージでのPRが始まる

感染症に関するBCP（事業継続計画）作成の必要性を確認

1月17日（小学校でのおむすびの日）の学びの継続として、
中学校給食において防災備蓄品を活用した

（ローリングストック法を学べる）食育・防災教育を提案

17 18

19 20



第３回いそべゆうこ市政報告会 討議資料 ２０２２年９月２４日

© 2022 いそべゆうこと川西のこれからを語る会 6

磯 部 裕 子 （川西まほろば 会）
質問方法：一問一答制質問時間：４０分

１．今期の一般質問を振り返りより良い事業になるよう提案を
前に進める

⑷ 「市民が安心・信頼できる病院」川西市立総合医療センター
開院に向けての準備状況について

総合医療センターとキセラせせらぎ公園との
共存共栄について、「公園の利用については、
制約を設けない」「イベント開催時の入院患者の

皆さんへの配慮」の約束を取りつける

磯 部 裕 子 （川西まほろば 会）
質問方法：一問一答制質問時間：４０分

１．今期の一般質問を振り返りより良い事業になるよう提案を
前に進める

⑸ 保健センターのハード面の課題解決状況について

一般健康診査や事業所健診、人間ドックなどの
健診業務をどこが担っていくのかを確認

子ども達の健やかな成長や市民の健康を支える場所
としての保健センターの未来を、中長期的な

ビジョンをもって考えていくことについてを提案

磯 部 裕 子 （川西まほろば 会）
質問方法：一問一答制質問時間：４０分

１．川西市の未来に期待と夢を描けるまちづくりについて

⑴ 川西市の魅力や文化・歴史的価値によるまちづくり

① 清和源氏発祥の地としての川西市のイメージ戦略

② 様々な文化的・歴史的価値があるものや天然記念物など、
川西市の宝を活かしたまちづくりの考え方

③「日本一の里山」黒川地区の魅力を活かすまちづくりに

清和源氏まつりの「のぼりに登場人物のイラスト」
懐古行列の時に絵巻物を準備することを提案

AR（拡張現実）技術を使った加茂遺跡の観光振興・
子ども達の学習環境の整備を提案

深山池公園にある古民家の黒川への移設を提案

磯 部 裕 子 （川西まほろば 会）
質問方法：一問一答制質問時間：４０分

１．川西市の未来に期待と夢を描けるまちづくりについて

⑵ 安心かつ健幸に暮らすことができるまちづくり

① 医療と福祉サービス等の機能（地域包括ケアシステム）の
今後について

② スポーツ振興による健康づくりの今後について

住みなれた地域でいつまでも幸せに暮らし続けられるための
「地域包括ケアシステム」の重要性を再確認

総合医療センターの基幹病院としての役割や、今後、北部に
整備される回復期の病院（仮称）川西リハビリテーション
病院について、市民の皆さんの安心の仕組みが整えられて
いることについて、わかりやすく情報発信することを提案

総合体育館と市民温水プールの施設の重要性と
文化会館跡地を活用した施設再編に向けての提案
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磯 部 裕 子 （川西まほろば 会）
質問方法：一問一答制質問時間：４０分

１．川西市の未来に期待と夢を描けるまちづくりについて

⑶ 活力に溢れるまちづくり

① どの世代にとっても“住みたい・住み続けたい”と思える
まちづくりの要素や川西市の人口ビジョン

② 個性が溢れる地域づくりの考え方

③ 川西市内の１次～６次産業や飲食サービス業の振興、
中小企業のスタートアップや経営革新への今後の支援

第6次総合計画の人口ビジョンにおける
積極的な目標設定について提案

各地域独自の強みを活かしたまちづくり（けやき坂中学校
予定地を活用した地域の核となる施設）の提案

１次産業（農業など）から6次産業までのさらなる振興と
若い世代のスタートアップの支援による

「職住近接のまち川西市」としての生まれ変わりの提案

「困った」を「良かった！」に
～ 市民の皆さんから声を大切に～

コロナ禍

暮らし

子育て
教育

緑の管理

安全

つなぐ

暮らし

一人暮らし、ゴミ出しが大変になってきた。
→ サポート収集でゴミ出しができるようになった。

西多田2丁目山手からの水が民家に入ってくる。
→ 道路に溝を新設し、水が道路の下手にいくのを

防げるようにした。

高木の枝が安全灯にかかり暗くて危ない。
→ 安全灯にかかっている高木の枝をはらってもらった。

支援や介護が必要になってきた。どこに相談すれば良いの
かわからない。
→ 地域包括や市役所の窓口などにつなぎ、スムーズな

支援をサポートした。

4丁目の公園内に新設された掲示物によって、
子どもたちがボール遊びをできなくなった。
→ 速やかに表記内容を変えてもらった。

発達障がい児のお子さんのサポートや
5歳児検診などについての行政との意見
交換がしたい。
→ 関係者を集い意見交換の場を設け、

今後の事業の参考にした。

つなぐ

自分で作った芋を使って干し芋を販売したい。
→ 芋を育てられる畑、そして、農業を教えてもらえる

農家さんなどをつなぎ、無事に商品化ができた。

黒川でブルーベリー農園を開きたい。
→ ダリア園の隣の土地を所有している方々につなぎ、

想いをつたえ、今年、農園がオープンした。

就労支援の事業所さんで作った作品を販売できる場を広げたい。
→ 市役所の障害福祉課につなぎ、市役所で販売できる

ようになった。
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ヨガスタジオさんのオープンのお知らせ、
整骨院さんの訪問サービスのお知らせ、
放課後児童育成クラブさん開所のお知らせ
など、けやき坂地域での広報活動をしたい。
→ コミュニティの情報誌の担当者に

つなぎ、月間の広報誌に広告を
掲載することができた。

つなぐ

発達障害のお子さんをもつご家庭に、集いや相談の場が
あることを伝えたい。
→ 教育委員会につなぎ、協力を依頼、チラシを設置

したり、学校園所でチラシ配布をした。

高齢者見守りサービス（福祉事業）を市民の方に広く知って
いただきたい。
→ 介護保険課につなぎ、かわにしサポートナビ

（かわナビ）に掲載できることになった。

安全

歩道に木の根上がりあり子ども達や散歩の人が危ない。
→ 地域の皆さんの調査に基づいて、根上がり箇所を

順次、改善している。

車と車、車と人の出会いがしら事故が怖い。
→ けやき坂、清和台、黒川、加茂など、

声が寄せられた場所を確認し、カーブミラーを
４か所、電柱幕を２か所設置した。

西多田交差点の坂道（バイクは降りて通る坂道）を
バイクに乗ったまま通行する人がいて危ない。
→ 注意喚起のための幕を設置。

けやき坂口信号機の「時差式信号」の標識が真っ黒で
見えない。時差式だと思わずUターンする車があって危ない。
→ 新しい標識に変えてもらった。

公園がジャングルのようになっている。自宅に公園の
雑草が入ってくる。
→ 伐採、剪定、除草をしてもらう。

緑の管理

街路樹の剪定が強剪定になり、立ち枯れの木が出てきた。
倒れると危ない。せっかくの街並みも残念な感じがする。
→ 立ち枯れの木は伐採した。

街並みを綺麗にするために、量より質を重視した
街路樹の計画を、地域の皆さんと共に市に提案
していきたい。

歩道の植栽が枯れてしまって残念。
→ 新たな植栽を植えてもらう。

コロナ禍

ワクチン接種について、情報が欲しい。
ワクチン接種がどうなるのか知りたい。
→ けやき坂コニュニティの月間誌に、コロナ禍に

必要な情報を２度掲載する。

私立の認定こども園から、マスク不足に対して心配の声が
届く。
→ 教育委員会に現状を報告し、危機管理室と相談の上、

適切な対応をお願い。
→ 市立以外にもマスクの配布があった。
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